













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































子曰く「学びて時にこれを習う、またよろこばしからずや？ともあり遠方より来たる、また楽しからずや？人知らずして、いからず、また君子ならざるか？」





子曰く、「吾 十有五にして学に志す。三十にして立つ。四十にして惑わず。五十にして天命を知る。六十にして耳順う。七十にして心の欲する所に従って矩を踰えず。」


子曰く「ふるきを温めて、新しきを知る、もって師となすべきなり。」


子曰く「学びて思はざればくらし、思ひて学ばざればあやふし。」





子曰く「かしこきを見ればひとしからむと思ひ、かしこからざるを見れば内にみずからをかえりみるなり。」


子曰く「これを知る者はこれを好む者にしかず、これを好む者はこれを楽しむ者にしかず。」


子曰く「知者は水をねがい、仁者は山をねがう。知者は動き、仁者は静かなり。知者は楽しみ、仁者はいのちながし。」


季文思は三たび思ひて後におこなう。子これを聞きていわく、「ふたたびせば、すなわち、可なり」と。


子曰く「黙してこれをしるし、学びていとわず、人におしえてうまざるは、我においてや、なにかあらむや。」


子曰く「三人ゆかば、必ずわが師あらむ。その善き者を択びてこれに従ひ、その善からざる者はこれを改めむ。」


子、川のほとりに在りて、曰く「逝くものはかくのごときか。昼夜をおかず。」


子曰く「三軍も帥を奪ふべし。ひっぷはもって志を奪ふべからず。」


子曰く「その言ひてその行いを過ぐるを恥ずるなり。」


子貢、仁を為すを問ふ。子曰く「工はその事を善くなさむとほっせば、必ず先ずその器をよろしくす。そのくににあれば、そのたいふの賢なる者につかえ、その士の仁なる者を友とするなり。」


子貢問ひていわく「一言にして終身行うもの有らむや？」子曰く「それ、恕ならむか。おのれのほっせざるところは、人にほどこすことなかれ。」


子曰く「巧言は徳を乱す。小なるを忍ばざれば、大謀を乱さむ。」





子曰く「遠きおもんぱかり無くんば、必ず近きうれいあらむ。」
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孔子論語十七章


子曰、学而時習之、不亦説乎。有朋自遠方来、不亦楽乎。人不知而不愠、不亦君子乎。「学而」


子曰、吾十有五而志於学。三十而立。四十而不惑。五十而知天命。七十而従心所欲、不踰矩。「為政」


子曰、温故而知新、可以為師矣。「為政」





子曰、学而不思則罔、思而不学則殆。「為政」


子曰、見賢思斉焉、見不賢而内自省也。「里仁」


子曰、知之者不如好之者、好之者不如楽之者。「雍也」


子曰、知者楽水、仁者楽山。知者動、仁者静。知者楽、仁者寿。「雍也」


季文子三思而後行。子聞之、曰、再、斯可也。「公冶長」


子曰、默而識之、学而不厭、誨人不倦、何有於我哉。「述而」


子曰三人行、必有師焉。擇其善者而従之、其不善者而改之。「述而」


子在川上、曰、逝者如斯夫。不舍昼夜。「子罕」


子曰、三軍可奪帥也。匹夫不可奪志也。


「子罕」


子曰、恥其言而過其行也。「憲問」


子貢問為仁。子曰、工欲善其事、必先利其器。居是邦也、事其大夫之賢者、友其士之仁者。「衛霊公」





子貢問曰、有一言可以終身行之者乎？子曰、其恕乎。己所不欲、勿施於人。       


「衛霊公」


子曰、巧言乱德。小不忍、則乱大謀。「衛霊公」


子曰、人無遠慮、必有近憂。「衛霊公」
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